
利用者の意見・ニーズの反映
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利用者の意見・ニーズを把握する機会
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• 利用者の意見・ニーズを把握する機会を設けているのは、公的研究機関で６３％、大学で２０％。

• 利用者の意見・ニーズについて、知的基盤整備に反映させているのは、公的研究機関で５６％、大学で１
５％。

• 利用による成果を把握する仕組みについて、整備している大学は８％、公的研究機関は４５％。

• 材料等の所在情報や計測データの電子化、データベース化を行う公的研究機関は７８％、大学は２２％。

「知的基盤にかかる体制構築についてのアンケート」（2004年11月実施）より

■■体制構築（利用者の利便性の向上：「中核的センター」）体制構築（利用者の利便性の向上：「中核的センター」）

知的基盤整備の推進知的基盤整備の推進

7

利用ルールの明確化
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電子化・データベース化
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検討中 行っていない行っている
外部専門機関と連携


